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で容易に溶解するのに対し、複合型の M3ReO8 (M = Y, La, Nd, Sm, Eu, Gd, Dy, Yb)は
安定であり、500–550 nm までの可視光を吸収して水から酸素を生成することを示し
ている。電気化学測定および第一原理計算の結果から、主に Re 5d 軌道が伝導帯下
端を形成することにより、可視光吸収が発現していることを明らかにしている。  
 
第３章では、新規可視光応答型光触媒として、Pb および Bi を構成元素として含
む一連のオキシハライドを探索し、シレン構造を有する PbBiO2X (X = Cl, Br, I) が
可視光吸収とともに水分解に適したバンド位置を有することを見出している。Pb を
含まない類似化合物 SrBiO2Cl、BaBiO2Cl との各種物性比較および第一原理計算の結


























な可視光 H2 生成が進行することを実証している。  
 
第７章では、Nb 系層状金属酸化物 KCa2Nb3O10、KCa2NaNb4O13 への窒素ドープに
よる可視光応答化に取り組んでいる。Nb 系酸化物に NH3 気流中の高温処理による
窒素ドープを行うと、NH3 が解離して生じる H2 によって Nb5+種の還元が起こり光触
媒活性が大幅に低下するという課題に対し、KCl フラックス存在下で NH3 処理を行
うことにより、この Nb5+種の還元が抑制されて高い可視光活性を有する N ドープ型





















































30 年 2 月 19 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が
博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
 
